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13）　加藤弘之『経歴談』（初出『太陽』第 2巻 1号～ 9号 ,1896）（植手通有編『日本
の名著 34　西周　加藤弘之』（中央公論社 ,1972）464―501頁収録）496頁
14）　同、497頁
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































都法 60 巻 2 号（2020 年 1 月） 255
を増すことが知識人の使命である 177）。井上と加藤の論争は、上記のような相違
点を反映してか結論が出ることはなかったのである。
　では、このような論争は井上に如何なる影響を与えたのだろうか。加藤弘之
は国体論の頂点に位置する人物の一人であった。彼は唯物論と功利主義によっ
て国体の正統性を論じ、これらの思想が国体と対蹠的な位置にあるのではなく
国体を支える論理たりえることを示した。唯心論と直観主義を奉ずる井上にと
って、〈進歩的かつ個別主義的な原理〉による国体論は有力な競合者となった。
そして、加藤の議論の先鋭性に対抗する形で井上の議論もまた洗練されていっ
たのである。
177）　井上の宗教利用論は道徳教育にももちろん適用される。以下の記述はその代表
的例である。
　「我邦の徳育は、因襲的宗教を離れて独立すと謂ふと雖も、広範なる宗教と何等の関
係もなきにあらず。換言すれば、特殊の歴史的宗教とは、相伴ふこと能はざるも、
これより一層進歩したる宗教的色彩なかるべからず。一種の宗教的色彩を帯ぶるに
及んで、徳育は始めて十分の効果を奏するを得べきなり」「教界春秋」（『東亜の光』
第 6巻 8号（1911-8）2頁

